
１ 薬物情勢
県警察では、薬物乱用者、薬物密売・密輸入組織に対する取締りを推進しています。

(1) 薬物事犯検挙人員の推移

令和４年中の薬物事犯の検挙人員は180人で、そのうち約55％を覚醒剤事犯が占めています。

大麻事犯の検挙人員は71人であり、30歳未満が約76％を占めています。

☆ 薬物事犯検挙人員の推移 ☆ 年代別の割合(令和４年中)

(2) 薬物の押収状況
令和４年中の県内での押収量は、覚

醒剤は約15.8ｇ（末端価格約93万5,000円

相当）、大麻は約2089.2ｇ（末端価格

約1,253万5,000円相当）でした。

また、大麻栽培事件検挙による大麻

草の押収や、液状やワックス状に加工

された大麻加工品も押収されています。

２ 銃器情勢
県警察では、犯罪組織が隠匿所持する拳銃の摘発のほか、あらゆる違法銃器の取締りを推進し

ています。

また、遺品や旧軍用拳銃等の情報や相談も受け付けています。大事な形見や遺品であっても所

持することが法律で禁止されています。

拳銃に関する情報やご相談のある方は、最寄りの警察署や交番、駐在所、又は下記「拳銃110番」

までご連絡ください。

● 拳銃押収状況の推移

令和４年中、県内で13丁の拳銃を押収しました。

令 和 ４ 年 中 の 薬 物 ･ 銃 器 事 犯 の 情 勢令 和 ４ 年 中 の 薬 物 ･ 銃 器 事 犯 の 情 勢

※県内で実際に押収した拳銃と実包

☆覚醒剤等違法薬物に関する情報や相談：029-301-7979 (薬物乱用110番) ※24時間対応

☆拳銃や遺品拳銃等に関する情報や相談：0120-10-3774 ( 拳 銃 110番) ※24時間対応

※その他 … ○麻薬及び向精神薬取締法 ○麻薬特例法
○医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律

H29 H30 R01 R02 R03 R04

84777.7 55.3 98.4 138.9 100134.2 15.8

乾燥大麻（ｇ） 2012 7242.3 95.7 189.4 4982.3 2089.2

大麻草（本） - 89 1022 - 167 133

大麻たばこ(g) - - - - 23 -

電子たばこ用
大麻濃縮物（ｇ）

102 -

その他の大麻濃縮物（ｇ） 849 1.6

大麻食品（ｇ） - -

- 3.9(g) 0.2(g) -
1071 (錠)
138.7(g)

34 (錠)
6.416(g)

覚醒剤（ｇ）

麻薬・向精神薬

大

麻

統計なし

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

拳銃押収数 7 7 5 17 13 6 7 7 8 13

0

5

10

15

20(丁)

20歳未満
1%

20歳代
23%

30歳代
21%

40歳代
27%

50歳代
15%

60歳以上
13%

20歳未満
17%

20歳代

59%

30歳代
10%

40歳代
8%

50歳代
6%

60歳以上
0%

覚醒剤

大 麻

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

覚 取 法 334 298 270 255 211 224 199 167 155 99

大 麻 法 23 46 46 41 33 52 55 78 85 71

そ の 他 2 5 37 19 7 13 6 18 16 10

0

100

200

300

400

256

359

353

349

315

251 289
260

263

※上の数字はその年の薬物事犯被疑者の総検挙人員数（人）
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